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CFT柱コンクリート施⼯管理システム

技術概要

CFT造の柱コンクリート（以下CFT柱）に関する施⼯管理の省⼒化・省⼈化を図ることを目的と
して、CFT柱コンクリートの施⼯中に計測したデータをクラウド上で処理し、タブレット端末上の
画面に表示させて施⼯状況を可視化するシステムです。タブレット端末上で施⼯上状況を可視化す
ることで、現場技術者が現場内・現場事務所のどこにいても施⼯状況を確認することが可能となり
ます。また、無線タイプのレーザー距離計を⽤いてコンクリートの充填速度を管理することで、配
線の盛替え作業が軽減されます。さらに、クラウド上に保存された施⼯データから、施⼯報告書を
自動作成します。本システムを使⽤して、CFT柱コンクリートの施⼯管理の省⼒化・省⼈化を図り、
現場技術者の生産性向上を実現します。

【柱頂部】充填速度管理

【柱下部】圧力管理 システム構成図
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期待される効果

システムの特⻑

〇タブレット端末上での施⼯状況の可視化による施⼯管理業務の省⼈化

〇コンクリート充填速度管理の無線化による計測作業の省⼒化

〇施⼯報告書の自動作成による現場技術者の生産性向上
→現場検証実験において、95.8%の帳票作成時間削減効果を確認

■柱頂部に取り付けたレーザー
距離計、圧送配管上に取り付け
た圧⼒計により計測したデータ
をPC〜LTE通信〜インターネッ
トを介してクラウド上に送信し、
クラウド上で処理されたデータ
をシステム画面上に反映させる
ことで、リアルタイムでコンク
リート充填状況、鋼管に作⽤す
る圧⼒とその許容値の関係を表
示することが可能。

■無線タイプのレーザ距離計を
使⽤することで、計測に伴う配
線の盛替え作業が容易になり、
現場技術者の負担が軽減。

■CFT柱コンクリートの施⼯が
終了した後、コンクリート受⼊
検査の結果を本システムに⼊⼒
し、システム上の帳票出⼒をク
リックすることで、施⼯した柱
全ての施⼯報告書を自動作成

システム表示画面

施⼯報告書帳票


